






































































平成24年6月1日号 12

でんごん広場
みなさんの情報交換の場
　＝行事案内　　＝会員募集行 募

宛 先
〒367-8501　本庄市本庄３-５-３　本庄市役所秘書広報課広報広聴係
☎㉕1155　FAX㉑8499　※締め切りは６月15日㈮必着です。

行

募

掲載希望・掲載申し込みは、秘書
広報課（☎㉕１１５５）へ

★ ７月にお誕生日を迎える小学校就学前のお子さんの写真を募集中です。顔のはっきり写った
お子さんの写真、氏名、ふりがな、住所、生年月日、40字以内のコメント、保護者の氏名、
連絡先を記入のうえ下記の宛先へ郵送又は直接持参してください。（応募多数の場合抽選）
※応募いただいた写真は返却できません。

福
ふく

田
だ

　琳
りん

叶
と

ちゃん・琉
る

那
な

叶
と

ちゃん
（児玉町金屋）〈平成20・22年生まれ〉

内
うち

海
うみ

　有
ゆう

ちゃん（下野堂３丁目）
〈平成20年生まれ〉

新
あら

井
い

　瑛
えい

太
た

ちゃん（児玉町塩谷）
〈平成21年生まれ〉

これから
も兄弟仲
よくネ!!

４歳おめでとう。
元気いっぱいの
有くん。いつも
たくさんの笑顔
を届けてくれて
ありがとう。

いつも元気いっ
ぱいの瑛太君。
健やかで大きく
育ってね。３歳
おめでとう。

長
は

谷
せ

川
がわ

　有
ゆ

里
り

ちゃん（けや木３丁目）
〈平成22年生まれ〉

２歳のお誕生日
おめでとう。活
発でかけっこが
速いゆりちゃん。
わが家の宝物で
す。

加
か

藤
とう

　悠
ゆう

ちゃん（見福３丁目）
〈平成23年生まれ〉

祝１歳! !いたず
ら大好き、やん
ちゃなうーたん。
元気いっぱいに
大きくなってね

平
ひら

野
の

　奏
そう

太
た

ちゃん（牧西）
〈平成23年生まれ〉

㊗1歳 !!いつも
素敵な笑顔をあ
りがとう

行

災害時の物資輸送で協定を締結
　４月23日、本庄市と㈳埼玉県
トラック協会本庄・児玉郡支部
は、「災害時における物資の輸送
に関する協定」を締結しました。
　この協定は、災害が発生した
場合に、災害応急対策や自治体
相互応援の物資の緊急輸送を迅
速かつ円滑に実施することを目
的としています。
　東日本大震災では、同協会の協力を得て、福島県郡山市に救
援物資を届けました。

「子供絵画展」を開催しました
　児玉地域を中心に活動し
ている「あおぞらグループ
井上」では、「第三回子供絵
画展」を開催しました。
　今年で３年目の絵画展で
は、３歳から中学生までの

52人の子どもたちが「夢と希望」をテーマにして書いた作品を、
住宅のブロック塀を借りて展示しました。
　グループ代表の井上喜代子さんによりますと、「年々参加者
が増えてきています。みなさんに喜んでもらえるのが大変うれ
しいです。」とのことです。

６月生まれのみんな

若草歌謡クラブ
日時　毎月第１・３木曜日
　　　午後１時～４時
会場　北泉公民館
費用　月会費2,000円
問い合わせ　船戸☎725381

おとうさんとお弁当をつくろう
日時　  ６月17日㈰
　　　午前９時～午後１時
会場　中央公民館
対象　小学１～３年生と父（２人１組）
費用　１組　1,500円
定員　12組
申込　６月５日㈫から10日㈰まで
問い合わせ　冨田☎080-6554-9072

戦争体験を語りつぐ会
日時　６月17日㈰　
　　　午前１時30分～午後４時30分
会場　市民文化会館第三会議室
内容　 おざわ ゆき 氏講演「次世代

が語るシベリア抑留」ほか
費用　無料
問い合わせ　中里☎㉑9850
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お
知
ら
せ

13

夏
の
エ
コ
ラ
イ
フ
Ｄ
Ａ
Ｙ

本庄市長

しんげの
一言メッセージ市長コラム

新
築
・
増
築
家
屋
の
評
価
調

査
を
実
施
し
て
い
ま
す

　

市
で
は
固
定
資
産
税
・
都
市
計

画
税
の
課
税
の
た
め
、
新
築
又
は

増
築
等
を
さ
れ
た
家
屋
の
評
価
調

査
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
調
査
は
、

対
象
者
に
通
知
し
た
う
え
で
、
市

職
員
が
直
接
訪
問
し
ま
す
。

　

ま
た
、
家
屋
を
取
り
壊
し
た
場

合
は
、
課
税
台
帳
か
ら
削
除
し
ま

す
の
で
課
税
課
（
市
役
所
１
階
）

へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

※
一
定
要
件
を
満
た
す
住
宅
の
場

合
、「
課
税
標
準
の
特
例
」
が
適

用
さ
れ
、
土
地
の
固
定
資
産
税
が

減
額
さ
れ
て
い
ま
す
。
家
屋
の
滅

失
や
土
地
の
用
途
を
変
更
す
る
と

そ
の
特
例
が
な
く
な
り
ま
す
。

★
課
税
課
☎
㉕
１
１
２
１

本
人
通
知
制
度
を
ご
存
知
で

す
か
？

光
化
学
ス
モ
ッ
グ
に
注
意
し

て
く
だ
さ
い
！

　

光
化
学
ス
モ
ッ
グ
は
、
自
動
車

の
排
出
ガ
ス
や
工
場
等
の
ば
い
煙

な
ど
に
含
ま
れ
る
窒
素
酸
化
物
や

炭
化
水
素
が
、
太
陽
の
紫
外
線
に

よ
り
化
学
反
応
を
起
こ
し
て
で
き

る
も
の
で
す
。
一
定
の
濃
度
に
な

る
と
人
の
健
康
や
植
物
な
ど
に
被

害
を
及
ぼ
す
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

発
生
し
や
す
い
気
象
条
件
は
、

晴
れ
又
は
薄
曇
り
の
日
で
、
気
温

が
高
く
、
風
が
弱
い
と
き
で
す
。

こ
の
よ
う
な
と
き
に
は
、
な
る
べ

く
屋
外
に
出
な
い
よ
う
に
し
、
窓

等
は
で
き
る
だ
け
閉
め
る
よ
う
に

し
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
目
が
チ
カ
チ
カ
し
た
り
、

の
ど
に
痛
み
を
感
じ
た
り
し
た
場

合
は
、
す
ぐ
に
洗
眼
や
う
が
い
を

し
て
く
だ
さ
い
。
症
状
が
重
い
場

合
は
、
医
師
の
診
断
を
受
け
左
記

へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

★ 
環
境
推
進
課
☎
㉕
１
１
７
３
、

　

本
庄
保
健
所
☎
㉒
６
４
８
１

　

省
エ
ネ
・
省
資
源
に
気
を
配
っ

て
１
日
を
過
ご
し
、
そ
の
取
り
組

み
を
チ
ェ
ッ
ク
シ
ー
ト
に
記
入
し

て
、
成
果
を
Ｃ
Ｏ
２
削
減
量
で
表

し
ま
す
。
１
人
ひ
と
り
の
小
さ
な

取
り
組
み
も
、
み
ん
な
で
取
り
組

め
ば
地
球
温
暖
化
問
題
も
解
決
で

き
る
は
ず
で
す
。
チ
ェ
ッ
ク
シ
ー

ト
は
環
境
推
進
課（
市
役
所
４
階
）

　

本
人
通
知
制
度
は
、
代
理
人
や

第
三
者
の
請
求
に
よ
り
住
民
票
や

戸
籍
謄
本
な
ど
を
交
付
し
た
と
き
、

本
人
に
そ
の
事
実
を
通
知
す
る
も

の
で
す
。

　

こ
の
制
度
を
活
用
す
る
こ
と
に

よ
っ
て
、
住
民
票
な
ど
の
不
正
請

求
の
早
期
発
見
や
抑
制
に
つ
な
が

る
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

　

通
知
を
希
望
す
る
人
は
、
事
前

に
登
録
申
請
の
手
続
き
を
し
て
く

だ
さ
い
。

対 

象　

市
内
に
住
民
票
が
あ
る
人

及
び
本
籍
が
あ
る
人

登 

録
申
請　

運
転
免
許
証
な
ど
の

本
人
確
認
書
類
を
持
参
し
て
、

登
録
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

申 

請
窓
口　

市
民
課
（
市
役
所
１

階
）、
市
民
福
祉
課
（
総
合
支

所
１
階
）　

※
通
知
の
対
象
は
、
代
理
人
が
請

求
し
た
も
の
、
第
三
者
が
請
求
し

た
も
の
で
す
が
、
一
部
該
当
し
な

い
場
合
も
あ
り
ま
す
。
詳
し
く
は

左
記
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

★
市
民
課
☎
㉕
１
１
１
３

元
小
山
川
が
変
わ
る
・
・
・

　

川
の
ま
る
ご
と
再
生

　

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト　

始
動

及
び
環
境
産
業
課
（
総
合
支
所
２

階
）
で
配
布
し
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
を
き
っ
か
け
に
エ
コ
ラ
イ

フ
を
身
に
つ
け
ま
し
ょ
う
。

★ 

環
境
推
進
課
☎
㉕
１
１
７
３
、

環
境
産
業
課
☎
72
１
３
３
１（
内

線
２
３
１
）

　本庄市は、５月１日、埼玉県から埼玉エコタウンプ
ロジェクトの指定を受けました。このプロジェクトは、
太陽光をはじめとする再生可能エネルギーの活用（＝
創エネ）や、徹底した省エネに取り組むことにより、
エネルギーの地産地消を具体的に進めるモデルをつく
り、全国に発信し、暮らしやすく活力のある地域社会
の創造を目指します。
　３．11以降、日本のエネルギー状況は大きく変化し
つつあります。大規模電力会社からの電力に頼るだけ
でなく、再生可能エネルギーを効率よく生み出し効率
よく使う技術とシステムをいかにしたら確立できるか、
そこに我が国の将来はかかっていると言っても過言で
はありません。
　本市ではそのような実験がすでに本庄早稲田の杜地
区で始まっており、今後実用化が期待されます。本庄
早稲田の杜を新しい時代のエコタウンのモデル地区と
するべく、地権者のご理解を得ながら埼玉県、早稲田
大学、企業そして市民の皆様と共に計画を進めてまい

ります。
　また市内全域を対象に、市民の皆様がご家庭に太陽
光パネルを設置する際の補助金に加え、合わせて高効
率給湯器を設置した場合に補助金を加算する制度や、
事業者向けの新エネルギー設備の設置に対する補助金
を創設しました。ぜひ多くの皆様にご活用いただけれ
ばと思います。
　環境に配慮した事業としては、生活面でのリサイク
ルやごみの減量化などはもちろん、教育、農業、河川
浄化、健康づくり、防犯防災、交通、公共施設建設な
どの分野において、新しいチャレンジや従来からの取
り組みの一層の充実を、市民の皆様との協働により推
進してまいります。
　「エコタウン・環境共生都市本庄」の実現は、私たち
市民一人ひとりがその推進役です。今回の埼玉県から
の指定を機に、市民ぐるみで環境に配慮した創エネ・
省エネのまちづくりを進め、市の魅力を高めていきま
しょう。

エコタウン・環境共生都市づくりにご協力を


